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№ C-38 

【様式２】 

部門名： 

地域とともにある 

学校実践部門 

エントリー名： 

筑西市立伊讃小学校 鈴木尚美 平成３０年第６回中堅教員研修 

活動名：  

地域との連携で児童を守る ～今ある組織を生かして～ 

解決すべき課題： 

 平成 28 年度まで「伊讃地区子ども安全対策会議」として年２回本校の児童の安全に関し，自治会
長，PTA 会長，校長が会議を主催し，保護者や地域住民とともにその対策について協議を進めてきた。
その会議の中で挙げられた通学路の危険箇所や修復が必要な場所については，市の広報広聴課へ改善
要望書を提出するなど，教職員と保護者，地域住民とで連携を図り，通学路の安全確保に努めてき
た。 

平成 29 年度からは「伊讃地区子ども安全推進委員会」を組織し，委員会規約を作成し，児童の安
全に関する問題の解決についての提案と審議等，児童の安全の推進と向上に向けて，より具体的に組
織的に活動できるようにした。 

平成 30 年度には，第１回委員会（6 月）で「活動計画」と課題の状況とその対応についての「協
議」，第２回委員会（３月）で「活動報告と要望書に対する回答」と，２回の会議の持ち方について
改善がなされた。 

今年度は，平成30年度に出された課題である下校時に一人になってしまう児童に対して「下校時の安
全をどう確保するか」について，その対策が課題となっている。 

目標・方針： 

既存の組織を活用し，学校・保護者・地域が一体となって，児童一人一人の安全確保を図る。 

活動内容： 

【学校と市生涯学習課との連携】平成 31 年３月 
・「こどもを守る１１０番の家」の登録者リスト更新 
・「地域子ども安全ボランティア」登録者の確認           
【地域・家庭・学校との連携】 
平成 31 年３月６日 平成 30 年度第２回伊讃地区子ども安全推進委員会 
令和元年５月 13 日 通学路安全チェックシート実施（危険箇所の洗い出し）【資料１】 
        ５月 16 日 通学路の安全に関する調査【保護者】（下校時の実態調査） 
              調査結果まとめ （一人歩きとなる児童の場所一覧の作成）【資料２，３】 
      ６月 ７日 令和元年度第１回伊讃地区子ども安全推進委員会打ち合わせ 
      ６月 13 日 令和元年度第１回伊讃地区子ども安全推進委員会理事会 
        ６月 21 日 令和元年度第１回伊讃地区子ども安全推進委員会【写真１】 
      ７月 24 日 筑西市広報広聴課へ修繕が必要な箇所に関する要望書提出 
        ８月 ５日 下校時安全確保のための分科会開催のための打合せ 
        ８月 10 日 下校時安全確保のための分科会 （見守り強化体制づくり）  

 
 
 
   

活動の成果：  

 地域・保護者の意向やアイディアを聴取する機会を設定して協議を重ねるうちに，お互いに当事者意識
が高まってきた。共有した目標【図１】に向かって，対等な立場で共に活動する協働関係へと近づいてきた
ことが成果として挙げられる。「地域とともにある学校」に転換するためのしくみである「学校運営協議会制
度」への足がかり【図２】として本取組を生かせると考えられる。本校の保護者，地域住民は教育活動に
対しても大変協力的である。そのため，さまざまな行事等での要請を快く引き受けてくれ，これまでもたくさ
んの協力を得てきた。今後それが「学校支援」にとどまらずに，学校と地域がパートナーとして連携・協働が
図れるようにしていく。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

文部科学省より平成 29 年 12 月に出された「学校における働き方改革に関する緊急対策」の中で，
「登下校に関する対応」は「基本的には学校以外が担うべき業務」として挙げられている。その中で「地方公
共団体等が中心となって，学校，関係機関，地域の連携を一層強化する体制を構築する取組を進め
る」とある。本校では，地域の代表として自治委員，民生委員，公民館長，地区市民の会顧問，児
童委員，青少年育成会会長，地域女性連絡会，地域安全ボランティア代表の方々，PTA 本部役
員，PTA 校外指導委員，本校職員による組織を構築し，児童の安全に関する問題の解決に向けての
取組を続けている。また，この組織を生かして，登下校に関する対応についても協議を進めている。 

  

【資料１】通学路安全チェックシート 

【資料２】一人歩きとなる児童 【資料３】一人歩きとなる児童（地図） 

【写真１】伊讃地区子ども安全推進委員会 

【図１】 共有した目標 【図２】 学校運営協議会制度 


